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【 学習到達目標 】 
 

  
【地理的分野】 

・日本の諸地域について関心を持ち、知識を深める。また、グラフや地図から情報を読み取

ることができるようにする。 

【歴史的分野】 

・歴史上の人物や出来事に関心を持ち、各時代の特徴を理解する。また、我が国と諸外国と

のかかわりの歴史を知り、他国・他民族の歴史・文化を知る。 

 
 

【 学習方法やポイント 】 
 

  
・授業に集中して取り組み、しっかりとノートを書きましょう。 

・時事的な事象に耳を傾けたり、重要だと思うことはメモを取る習慣をつけましょう。 
・図や年表、グラフなどの資料の読み方を覚え、その資料から何がわかるかを普段から考え
る習慣をつけましょう。 

 

【 年間学習計画表 】 

 

学期 単元・題材名 主な学習内容 学習のねらい 

 

 

１ 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地理的分野 

第３編 第１章 

「地域調査の手法」 

 

第３編  

第２章 

「日本の地域的特色と

地域区分」 

 

 

第３章 

「日本のさまざまな 

地域」 

 

 

 

 

 

・地形図の読み取り方  

 

 

 

・地形、気候、防災、人口、  

資源、産業、交通から見た  

日本の特色  

 

 

・九州地方 

 

・中国・四国地方 

 

・近畿地方 

 

・中部地方 

 

・関東地方 

 

 

 

 

 

 

 

・地形図や主題図の読図、目的や用途に適した地図の 

作成などの地理的技能を身につける。 

 

 

・日本の特色を様々な方面から着目し、理解していく。 

 

 

 

 

・九州地方の公害の環境問題、その克服の取り組みに 

ついて理解する。 

・中国・四国地方の広島市がこの地域の中核都市である

ことを理解する。 

・近畿地方の古くからの歴史をもつ京都の歴史的景観の 

保護と開発の問題を理解する。 

・中京工業地域と東海工業地域の自動車などの機械工業 

などが発達したことを理解する。 

・関東地方の首都東京は日本の政治・経済や文化の中心 

地となっていることを理解する。 

 

 

２ 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東北地方 

 

・北海道地方 

 

 

 

・東北地方特有の冬の寒さが厳しく雪が多いことを理解 

する。 

・北海道地方の明治初期からの開拓の歴史について理解 

する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆歴史的分野 

第４章 

「近世の日本」 

 

 

 

・ヨーロッパ人との出会いと  

全国統一 

 

 

 

 

 

・江戸幕府の成立と対外政 

 策  

 

 

・産業の発展と幕府政治の 

動き 

 

 

 

 

 

 

・ヨーロッパで起こった十字軍遠征、ルネサン 

ス、宗教改革が日本にどのような影響を与えた 

のか理解する。 

・織田信長と豊臣秀吉はどのようにして全国を統 

一して、秀吉の政策によって、どのような社会 

の土台がつくられ、文化が生まれたか理解する。 

 

・江戸幕府の政策によって、朝廷や各地の大名を 

どのように支配したのかを理解する。 

 

 

・江戸時代の生活や産業、交通はどのように発達 

したのか理解する。 

 

・江戸時代の貨幣経済の浸透によって起こった変 

化について理解する。 

 

 

 

３ 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 

「開国と近代日本の

歩み」 

 

 

・欧米における近代化の進

展 

 

・欧米の進出と日本の開国 

 

 

・明治維新 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ヨーロッパ各国に広がった市民革命の流れにつ 

いて理解する。 

 

・黒船来航、江戸幕府が滅亡するまでの流れを理 

解する。 

 

・明治新政府がめざした富国強兵・殖産興業政策 

について理解する。 

・新政府が進めた外交政策を理解する。 

 

・帝国議会が設置され、帝国憲法が制定され、近 

代国家になる過程で、どのような国民が理想と 

されたのかを理解する。 

 

 

 

【評価について】 

  

社会科では、以下の３つの観点に基づき、生徒のみなさんの学習のようすを総合的に評価します。 
〇知識・技能 

 定期テスト、小テスト(歴史のみ実施)、日頃の授業への取り組み方から評価します。 

○思考・判断・表現 

 定期テスト、発表、日頃の授業への取り組み方から評価します。  
○主体的に学習に取り組む態度  
 定期テスト、提出物、レポート、発表、「知識・技能」、「思考・判断・表現」の評価項目
から評価します。  

 
 


